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災
害

の
知

識
を

深
め

る
「

１
日

防
災

教
室

」

　
10月

28日
に
乙
部
小
学
校
で
「
１
日
防
災
学
校
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
学
年
で
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
っ
た
後
、
１
～
２
年
生
は
新
聞
紙
で

ス
リ
ッ
パ
作
り
、
３
～
４
年
生
は
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
な
場
所
の
確
認
や
簡
単
に
作

れ
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
、
５
～
６
年
生
は
、
消
防
署
の
協
力
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
毛
布
に
よ
る
担
架
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
自
分
の
町
の
危
な
い
所
が
わ
か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」
や
「
段
ボ
ー
ル
で
ベ
ッ

ド
が
簡
単
に
作
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」
な
ど
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
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十
一
月
二
日
に
「
令
和
二
年
度

乙
部
町
表
彰
式
」
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
取
り

入
れ
た
な
か
で
開
催
さ
れ
、
関
係

者
ら
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、
乙
部
町
の
行

政
、
経
済
、
産
業
、
文
化
、
防
災
、

社
会
そ
の
他
各
般
に
わ
た
っ
て
町

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
町
民

の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
や
職

務
に
精
励
・
努
力
さ
れ
た
方
々
の

功
績
を
称
え
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

　

寺
島
努
町
長
か
ら
は
「
本
年
度

の
表
彰
は
、
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
す
べ
く
、
社
会
福
祉
、
生
活

文
化
、
防
災
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
と
、
町
の
更
な
る
振
興
発
展

を
願
い
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
功

績
に
対
す
る
善
行
表
彰
、
合
わ
せ

て
四
名
と
一
法
人
を
表
彰
す
る
。

長
年
に
わ
た
る
不
断
の
ご
努
力
や

献
身
的
な
ご
労
苦
に
深
く
敬
意
を

表
し
、
ご
活
躍
を
支
え
て
き
た
ご

家
族
や
関
係
皆
様
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
「
本
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
る
地
域
力
の
低
減
な
ど
が
危
惧

さ
れ
、
町
民
皆
様
の
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
地
域

と
の
連
帯
を
図
り
、
お
互
い
を
助

け
合
う
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
事

が
不
可
欠
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆

様
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
大
坂
裕
康

氏
か
ら
は
「
本
日
こ
こ
に
、
私
ど

も
四
名
と
一
法
人
が
受
賞
の
栄
誉

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
と

感
激
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
お
祝
い
の
言
葉
を
肝
に
銘

じ
、
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
で
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
実
で
は

あ
り
ま
す
が
、
乙
部
町
の
振
興
発

展
に
な
お
一
層
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

乙
部
町
表
彰
式

乙
部
町
表
彰
式

令
和
二
年
度

功
労
表
彰

町の振興発展を願い

　貢献された功績を称えて

社
会
福
祉
功
労

根
元　

健
治 

氏（
元
和
・
七
十
四
歳
）

生
活
文
化
功
労

生
田　

宜
子 

氏（
花
磯
・
八
十
一
歳
）

防
災
功
労

菊
池　

要
一 

氏（
元
町
・
七
十
歳
）

大
坂　

裕
康 

氏（
栄
浜
・
六
十
九
歳
）

株
式
会
社　

林
組 （
緑
町
）

受
賞
者
の
ご
紹
介

受賞者に贈られた乙部町民

表彰ブロンズ「継
けいしょう

翔」

中川眞一郎氏　作

善
行
表
彰
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菊
池
晴
一
氏
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
）を
受
賞
！

迫
間
武
男
氏
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
納
税
功
労
者
）を
受
賞
！

　

菊
池
晴
一
氏
（
七
十
九
歳
・
館

浦
）
が
北
海
道
知
事
よ
り
「
北
海

道
社
会
貢
献
賞
（
国
民
健
康
保
険

事
業
功
労
者
）」
を
受
賞
し
、
十

月
二
十
一
日
に
寺
島
努
町
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
十
一
年

に
乙
部
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
公
益
代
表
の
委
員
に
就
任

し
、
平
成
十
九
年
に
は
会
長
と
し

て
、
現
在
に
至
る
二
十
年
以
上
の

間
、
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ら
れ
、
協
議
会
の

運
営
に
お
い
て
も
、
各
委
員
の
意

見
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
積
極
的
に

尽
力
さ
れ
、
乙
部
町
の
国
民
健
康

保
険
事
業
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

迫
間
武
男
氏
（
八
十
三
歳
・
富

岡
）
が
北
海
道
知
事
よ
り
「
北
海

道
社
会
貢
献
賞
（
納
税
功
労
者
）」

を
受
賞
し
、
十
一
月
十
日
に
北
海

道
檜
山
振
興
局
永
山
秀
明
局
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
十
四
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
富
岡
納

税
貯
蓄
組
合
の
地
区
組
合
長
と
し

て
納
税
意
識
の
高
揚
と
納
税
成
績

の
向
上
に
積
極
的
に
努
め
、
地
区

組
合
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
乙

部
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
区

の
み
な
ら
ず
納
税
貯
蓄
組
合
活
動

の
強
化
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
き

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

米
田
光
政
氏
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
！

　

米
田
光
政
氏
（
七
十
二
歳
・
緑

町
）
が
「
令
和
二
年
秋
の
叙
勲
」

で
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章
し
、
十
一
月
十
二

日
に
寺
島
努
町
長
か
ら
表
彰
状
と

瑞
宝
双
光
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
叙
勲
は
、
昭
和
五
十
三

年
五
月
に
消
防
団
員
を
拝
命
し
て

か
ら
四
十
二
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
組
織
の
育
成
強
化
な
ど

を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
二

年
四
月
に
は
乙
部
町
消
防
団
長
に

就
任
し
、
災
害
発
生
時
に
は
率
先

し
て
防
災
の
指
揮
に
あ
た
る
な

ど
、
そ
の
判
断
力
や
行
動
力
、
責

任
感
は
他
の
模
範
と
し
て
皆
か
ら

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

十
月
十
七
日
に
光
林
荘
で
「
希

望
楽
園
」
の
解
散
式
が
行
わ
れ
、

二
十
六
年
間
の
活
動
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

希
望
楽
園
は
、
町
内
の
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
方
々
で
構
成
さ

れ
、
福
祉
制
度
の
高
ま
り
や
少
子

化
、
核
家
族
化
な
ど
、
家
族
単
位

で
の
高
齢
者
の
介
護
が
難
し
く
な

る
な
か
、
自
ら
心
身
の
健
全
を
守

り
、
週
一
で
集
ま
っ
て
相
互
の
助

け
合
い
を
深
め
な
が
ら
明
る
く
楽

し
い
仲
間
づ
く
り
に
励
み
、
老
後

の
自
分
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
六
年
に
発
足
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
産
業
ま
つ
り
の

千
人
パ
レ
ー
ド
や
町
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
へ
参
加
、
町
内
の
施
設

見
学
だ
け
で
な
く
、
町
外
研
修
旅

行
と
し
て
函
館
市
（
旧
恵
山
町
）

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
楽
園

に
見
学
に
行
く
な
ど
、
様
々
な
集

ま
り
の
中
で
親
睦
を
深
め
、
健
康

で
楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
に
は
希
望
楽

園
創
設
三
周
年
を
記
念
し
た
記
念

誌
「
道
」
を
発
刊
し
、
園
生
一
人

ひ
と
り
の
顔
写
真
付
き
で
紹
介
、

自
作
の
短
歌
や
コ
メ
ン
ト
、
三
年

間
の
活
動
内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
の
解
散
式
に
は
、
園
生

十
四
人
と
関
係
者
が
出
席
し
、
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
希
望
楽
園
最

後
の
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

「
希き

ぼ
う望

楽が
く
え
ん園

」解
散
！
最
後
ま
で
笑
顔
で
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十
一
月
十
二
日
と
十
三
日
に
江

差
高
校
二
年
生
が
檜
山
の
企
業
や

事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

働
く
こ
と
と
は
何
か
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
職
業
体
験
を
通
し
て
進
路

の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
や
違
う
世

代
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
地
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
年
度
乙
部
町
内
で
は
、
乙
部

小
学
校
、
乙
部
中
学
校
、
乙
部
消

防
署
、
大
坂
建
設
株
式
会
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

乙
部
小
学
校
で
は
、
四
人
の
生

徒
が
教
員
の
補
助
と
し
て
実
際
に

授
業
に
参
加
し
、
体
育
の
授
業
で

は
準
備
運
動
を
一
緒
に
行
っ
た
り
、

見
本
を
見
せ
る
な
ど
真
剣
に
取
り

組
む
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
児
童
に
分
か
り
や
す

く
教
え
る
の
が
難
し
い
」
と
苦
労

を
話
し
て
い
ま
し
た
が
「
元
気
な

笑
顔
で
接
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」や「
先
生
と
い
う
立
場
に
な
っ

て
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
た
」
と

児
童
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
満

面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
先
生
か
ら
は
「
こ
の

経
験
を
通
じ
て
仕
事
の
楽
し
さ
を

知
り
、
進
路
を
決
め
る
と
き
の
参

考
に
し
て
ほ
し
い
」
や
「
彼
ら
に

と
っ
て
こ
の
体
験
が
い
い
思
い
出

に
な
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

乙
部
消
防
署
で
は
、
五
人
の
生

徒
が
隊
員
と
放
水
作
業
や
救
命
訓

練
、
防
火
着
の
早
着
替
え
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
消
防
隊
員
は
特
に
速

さ
に
敏
感
で
一
分
以
内
に
重
い
防

火
着
を
着
る
こ
と
が
大
変
だ
っ

た
」
や
「
ホ
ー
ス
が
予
想
以
上
に

重
く
て
隊
員
の
方
は
す
ご
い
と
改

め
て
思
っ
た
」
な
ど
汗
を
手
で
拭

い
な
が
ら
爽
や
か
な
表
情
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
高
い
と
こ
ろ
へ
放
水

し
た
り
、
重
い
も
の
を
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
運
ん
だ
り
と
大
変
そ

う
な
様
子
で
し
た
が
、
担
当
し
た

隊
員
か
ら
は
「
元
気
に
ハ
キ
ハ
キ

と
し
た
姿
勢
で
取
組
ん
で
く
れ

た
」
や
「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通

し
て
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
役
立
て

て
、
何
事
に
も
興
味
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
生
徒
達
の

未
来
を
思
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

～
体
験
を
終
え
て
～

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
電

話
対
応
を
学
ん
だ
り
、
広
報
の

取
材
や
作
成
に
携
わ
る
な
ど
、

沢
山
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
に
載
せ
る
写
真

を
撮
る
の
に
苦
戦
し
た
り
、
感

想
を
う
ま
く
引
き
出
す
聞
き
方

を
考
え
た
り
、
記
事
の
文
章
を

わ
か
り
や
す
い
言
い
回
し
に
し

た
り
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

　

広
報
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

業
務
で
も
町
全
体
を
支
え
て
い

て
大
変
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
を
今
後
の
進
路
活

動
に
役
立
て
た
い
で
す
。

　

こ
の
記
事
は
実
習
を
し
た
青

坂
七
海
と
福
士
恋
奈
が
担
当
し

ま
し
た
。

▲隊員と放水訓練を行っている生徒

江
差
高
校
生
、
未
来
に
向
け
て

▲児童に見本を見せる生徒

▲講演を行う相内俊一理事長

▲頭と体を使った体操を行う参加者

　

十
月
二
十
一
日
に
「
認
知
症
の

理
解
と
予
防
に
つ
い
て
の
講
演

会
」
が
元
町
み
な
と
交
流
館
で
開

催
さ
れ
、
二
十
二
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
生
活
協
同

組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
主
催

し
、
乙
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
、
コ
ー

プ
共
済
連
合
会
の
共
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
樽
商
科
大
学
特
認

名
誉
教
授
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン

タ
ー
の
相
内
俊
一
理
事
長
が
講
演

し
、
認
知
症
の
発
症
に
関
わ
る
脳

内
の
変
化
や
認
知
症
を
予
防
す
る

に
は
人
と
の
交
流
や
運
動
が
大
事

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
運
動
指
導
士
に

よ
る
頭
と
体
を
使
っ
た
体
操
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
椅
子
に
座
っ
て

数
を
数
え
な
が
ら
足
踏
み
や
手
足

を
伸
ば
す
な
ど
講
師
の
指
示
ど
お

り
に
動
か
し
て
、
少
し
間
違
い
な

が
ら
も
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
頭
の
健
康
度

測
定
が
用
意
さ
れ
、
い
く
つ
か
の

問
題
を
解
き
な
が
ら
、
今
の
自
分

の
状
態
を
確
認
し
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。

認
知
症
を
理
解
し
、健
康
で
元
気
な
毎
日
を
！
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危
険
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業

令
和
二
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
（
安

澤
竹
士
楼
会
長
）
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
、
危
険
物
に
対
す
る

理
解
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

令
和
元
年
度
第
二
十
四
回
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
が
乙
部
小
学
校
の
一
年

生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
日
、
乙
部
小
学
校
に

て
記
念
品
・
参
加
賞
の
贈
呈
が
安

澤
会
長
か
ら
行
な
わ
れ
、
受
賞
者

児
童
に
記
念
品
を
、
協
力
し
て
く

れ
た
児
童
全
員
に
参
加
賞
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
画
題　

消
防
自
動
車
】

　
会
長
賞　

田　

畑　
　
　

壱

　
副
会
長
賞　

押　

切　
　
　

新

　
監
事
賞　

佐　

野　

陽　

葵

　
優
秀
賞　

菅　

野　

雄　

馬

　
優
秀
賞　

佐
々
木　

滉　

太

キ
レ
イ
に
か
け
た「
税
」
に
関
す
る
言
葉

江
差
税
務
署
長
金
賞

　

阿
部
龍
之
介
（
乙
部
小
四
年
）

　

由
利　

統
真
（
栄
浜
小
五
年
）

　

近
藤　

彩
乃
（
明
和
小
六
年
）

江
差
地
方
法
人
会  

会
長
銀
賞

　

阿
部
怜
々
葉
（
乙
部
小
三
年
）

　

新
谷　

幸
菜
（
栄
浜
小
三
年
）

　

伊
藤　

紗
英
（
乙
部
小
六
年
）

江
差
間
税
会  

会
長
銀
賞

　
菊
地
　
櫂
吏
（
明
和
小
三
年
）

　
平
田
　
侑
実
（
乙
部
小
五
年
）

　
笹
木
あ
い
く
（
乙
部
小
六
年
）

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
さ
れ
、
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務

行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
毎
年
、
町
内
の
小
学
生
に
書
道
を
行
い
、
税
に
関
す
る
言
葉
を
書
き

上
げ
て
税
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
町
民
文
化
祭
に
展
示
さ
れ
、
優
秀
作

品
に
は
、
次
の
と
お
り
江
差
税
務
署
長
等
か
ら
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
書
道
展

み
ん
な
頑
張
っ
た
！
乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
健
闘
！

　

館
浦
温
泉
地
区
の
多
目
的
運
動

場
で
「
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

Ｆ

Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｌ 

２
０
２
０
」
の
Ｕ

‐

12
が
九
月
二
十
一
日
に
、
Ｕ

‐

10

が
十
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

渡
島
・
檜
山
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
八
チ
ー
ム
ず
つ

参
加
し
ま
し
た
。

　

乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
は
、
Ｕ

‐

12
で
健
闘
し
た
も
の
の
八
位
で

し
た
が
、
Ｕ

‐

10
で
は
優
勝
と
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
二
〇
一
五
年
の

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
完
成
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
努
め
た
な
か
で
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
、
冬
支
度
は
も
う
万
全

で
し
ょ
う
か
？

　

冬
に
向
け
て
の
準
備
と
し
て
私

は
、
冬
服
や
防
寒
グ
ッ
ズ
を
出
す
、

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
、
灯
油
の

購
入
、
大
掃
除
、
コ
タ
ツ
の
設
置
、

み
か
ん
・
干
し
芋
を
食
べ
る
等
と

い
っ
た
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

　

今
年
の
北
海
道
の
冬
は
、
寒

さ
・
降
雪
量
と
も
に
ほ
ぼ
平
年
並

み
と
い
う
予
想
が
出
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
昨
年
は
記
録
的
な
暖
冬

で
、
雪
も
極
端
に
少
な
か
っ
た
た

め
、
乙
部
町
で
過
ご
す
二
度
目
の

冬
で
す
が
、
私
は
今
か
ら
身
構
え

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
冬
は
何
と

言
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
を
考
え
な
が
ら
暮
ら
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も

以
上
に
手
洗
い
が
入
念
に
な
り
、

寒
く
な
っ
た
こ
と
で
お
湯
を
使
う

機
会
も
増
え
、
最
近
は
手
荒
れ
が

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
「
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
頻
繁
に
行
う
こ
と

で
肌
荒
れ
を
し
た
」
と
い
う
話
も

聞
き
ま
す
。
消
毒
と
と
も
に
保
湿

も
大
切
で
す
ね
。

　

さ
て
、
最
近
の
私
は
、
蜂
蜜
の

製
造
作
業
が
終
了
し
て
、
シ
コ
ロ

（
キ
ハ
ダ
）
染
に
つ
い
て
の
研
究

や
そ
の
他
、
様
々
な
染
色
方
法
の

実
践
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
以

前
も
お
話
し
た
と
お
り
、
私
は
乙

部
町
に
来
る
前
に
も
草
木
染
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
コ

ロ
は
乙
部
町
に
来
て
初
め
て
染
め

た
植
物
だ
っ
た
の
で
す
が
、
た
い

へ
ん
特
徴
の
あ
る
染
料
で
し
た
。

　

通
常
、
他
の
植
物
で
も
染
め
る

生
地
の
素
材
に
よ
っ
て
出
来
上
が

り
の
色
味
等
、
染
ま
り
具
合
は

異
っ
て
き
ま
す
。
一
般
的
に
絹
を

染
め
る
と
鮮
や
か
な
色
が
染
ま
り
、

シ
コ
ロ
も
と
て
も
綺
麗
な
黄
色
に

染
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
綿
や
麻

を
シ
コ
ロ
で
染
め
よ
う
と
し
て
も

な
か
な
か
色
が
定
着
せ
ず
、
染
め

上
が
り
も
絹
に
比
べ
て
暗
い
黄
色

で
す
。

　

絹
は
な
か
な
か
高
価
な
素
材
で

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
シ
コ
ロ
染

の
会
の
皆
さ
ん
は
、
手
軽
に
染
め

ら
れ
る
綿
を
綺
麗
に
し
っ
か
り
染

め
ら
れ
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。私
も
、様
々

な
書
籍
や
論
文
等
を
調
べ
て
挑
戦

し
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。
た
だ
、
シ
コ
ロ
は
染
め
る

の
が
難
し
い
だ
け
の
染
料
で
は
な

く
、
古
く
は
奈
良
時
代
か
ら
、
虫

食
い
を
防
ぐ
目
的
で
和
紙
の
染
色

に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

胃
薬
と
し
て
漢
方
薬
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
シ
コ
ロ
染
の
会
で
は
藍

（
タ
デ
ア
イ
）の
生
葉
染
め
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
先
日
、
藍
の
成
分

に
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
が
あ
る
と
い

う
情
報
を
目
に
し
ま
し
た
。
元
々
、

藍
染
め
も
抗
菌
や
防
臭
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
秘
め
た
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、
草
木
染
は
染

め
て
綺
麗
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
植
物
が
持
つ
力
に
注
目
し
て

み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
何
よ
り
地
元
に
育
つ
染
料
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
様
々
な
染
色
方
法
に

挑
戦
し
て
、
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

明
石　

啓
章

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.76

　

十
一
月
八
日
に
「
地
域
資
源
利

活
用
セ
ミ
ナ
ー
・
試
食
会
」
が
ギ

ル
ド
エ
ン
デ
バ
ー
で
開
催
さ
れ
、

寺
島
努
町
長
な
ど
関
係
者
十
一
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
・
試
食
会
は
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
販
路
の
拡

大
や
地
域
雇
用
の
増
加
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
乙
部
町
地
域
資
源

利
活
用
推
進
協
議
会
が
、
地
域
資

源
の
漁
法
や
加
工
法
な
ど
の
理
解

を
深
め
、
食
材
と
し
て
活
用
さ
れ

た
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
多
く
の

意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、
今
後
の

Ｐ
Ｒ
や
取
り
組
み
の
参
考
に
す
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
商
品
開
発
に
取
り
組

む
タ
コ
や
ア
カ
モ
ク
、
販
路
拡
大

を
目
指
す
乾
燥
ナ
マ
コ
「
檜
山
海

参
（
ヒ
ヤ
マ
ハ
イ
シ
ェ
ン
）」
な▲漁法などを説明する日沼賢澄氏

▲試食した料理について意見を交わす参加者

地
域
資
源
の
新
た
な
活
用
を
探
し
て

ど
を
使
い
、
ギ
ル
ド
エ
ン
デ
バ
ー

の
八
太
料
理
長
が
調
理
し
た
「
タ

コ
と
ア
カ
モ
ク
の
豆
板
醤
和
え
」

や
「
檜
山
産
手
取
り
ナ
マ
コ
の
醤

油
煮
込
み
」
な
ど
七
品
を
試
食
し

ま
し
た
。

　

試
食
中
に
は
、
乙
部
町
地
域
資

源
利
活
用
推
進
協
議
会
の
工
藤
智

司
氏
や
日
沼
賢
澄
氏
よ
り
漁
法
や

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
苦
労
、
今
後

の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
将
来
に
向
け
て
貴
重
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
出
席

で
き
な
か
っ
た
乙
部
町
食
生
活
改

善
推
進
委
員
会
や
産
業
関
係
者
な

ど
三
十
四
人
か
ら
は
、
個
別
に
試

食
し
、
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
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⇒まずご自身のかかりつけ病院に連絡の上、受診しましょう。

発熱や息苦しさ、強いだるさ、風邪の症状が続いているなど症状がある場合は…
～新型コロナウイルス感染症関連情報～

●乙部町国保病院では発熱外来を開設しています。受診前に電話予約を必ずしてください。
　　乙部町国保病院発熱外来（６２－２３３１　平日　8：30～11：00　13：00～15：00）

●北海道では、感染症に関する一般相談（予防方法、症状、治療に関する疑問・不安）に
ついて相談窓口を開設しています。

　　新型コロナウイルス感染症健康相談センター
（０８００－２２２－００８１　フリーコール・２４時間）

●「どこの病院を受診したらよいかわからない」等受診に関する相談は
　　江差保健所　（５２－１０５３　平日8：45～17：30　時間外は上記相談センターへ）

ど
の
使
用
が
多
く
な
る
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▲改訂版乙部町防災ハンドブック

▲火災予防を呼びかけるパレード▲啓発グッズを渡し注意を呼びかける警察官

　

平
成
二
十
九
年
四
月
に
作
成
し

た「
乙
部
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

が
令
和
二
年
十
月
に
改
定
さ
れ
、

町
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
調
査
完
了
に
よ

る
警
戒
区
域
と
特
別
警
戒
区
域
の

表
示
変
更
や
洪
水
浸
水
想
定
の
前

提
と
な
る
想
定
降
雨
量
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域

の
変
更
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
21
～
26

ペ
ー
ジ
）、
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
や

防
災
・
気
象
情
報
等
の
情
報
サ
イ

ト
一
覧
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
使
い
方
の
追
加
（
27
～
30

ペ
ー
ジ
）
な
ど
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
災
害
に
備
え
、
各
家

庭
で
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
確
認
し
、

危
険
な
場
所
や
避
難
場
所
な
ど
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

乙
部
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
！

特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
て
！

　

十
月
十
五
日
に
乙
部
消
防
署
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
「
火
災

予
防
運
動
全
町
Ｐ
Ｒ
パ
レ
ー
ド
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
つ
く
し
保
育
園
で
消

防
団
員
か
ら
幼
児
へ「
火
の
用
心
」

と
付
い
た
風
船
を
配
っ
た
後
、
消

防
車
四
台
と
交
通
安
全
指
導
車
、

役
場
産
業
課
車
両
が
消
防
署
を
出

発
し
て
市
街
地
を
回
り
、
姫
川
、

鳥
山
、
豊
浜
と
走
行
し
、
防
火
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　

気
温
が
下
が
り
、
暖
房
器
具
な

　
「
令
和
二
年
度
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
十
月
十
一
日
か
ら
十
月

二
十
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
、

乙
部
町
防
犯
協
会
で
は
、
十
月

十
五
日
に
道
南
う
み
街
信
用
金
庫

乙
部
支
店
前
で
、
防
犯
意
識
を
高

め
る
た
め
に
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
乙
部
町
防
犯
協
会
や

江
差
警
察
署
、
道
南
う
み
街
信
用

金
庫
が
協
力
し
、
年
金
支
給
日
で

訪
れ
た
高
齢
者
へ
「
特
殊
詐
欺
な

ど
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と

注
意
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
チ
ラ

シ
や
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
り
ま

し
た
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
ご
注
意
を
！
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国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります！
ねんきんの窓

　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年所得（※１）が一定額以下の方が申請すること
で、国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部を納付
しなければ未納期間となります。）
　ただし、失業・倒産・事業の廃止（※２）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納
付出来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※３）の写しを添付していただくと、その方の前年所
得は審査対象外となります。
※１　１月から６月に申請する場合は前々年の所得となります。
※２　免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※３　「雇用保険受給資格者証」　「雇用保険被保険者離職票」　「離職者支援資金の貸付決定通知」など。

　●　申請はお住まいの市町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。
　　　　【申請の際に必要なもの】
　　　　　　　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
　　　　　　　②印鑑（本人署名の場合は不要）
　　　　　　　③失業していることを確認できる公的機関の証明書（※３） 
        
　●　国民年金には、追納という制度があり、10年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができます。追

納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。また、免除が承認された期間の翌年度から起算
して３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話６２－２８５５）☆

申請者（本人）の
前年所得　※１

配偶者の前年所得
※１

世帯主の前年所得
※１

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

１　詳細は、自衛隊江差地域事務所（℡：52－2476、E-mail：hakodate.pco-esashi@rct.gsdf.mod.go.jp）へ
お問い合わせください。

２　インターネットを使用した応募もできます。（「自衛官インターネット応募サイト」を検索）

※令和３年４月１日現在の年齢

自衛官等採用試験案内（令和３年度４月採用）
自衛隊では、次の表により、自衛官等の採用試験を予定しております。

募 集 種 目 資　　　格 受付期間等 試　　験　　期　　日

自衛官候補生 
（陸・海・空） ※18歳～32歳の男女 年間を通じて行っています。

第３回
一般曹候補生

（陸）
※18歳～32歳の男子

11/4（水）

～

 1/8（金）

１次： 1/16（土）
２次： 2/10（水）～ 2/16（火）（指定する１日）
最終合格発表： 2/26（金）

高等工科学校生徒 ※15歳～16歳の男子
11/1（日）

～

 1/6（水）

１次： 1/23（土）～ 1/24（日）（指定する１日）
２次： 2/4（木）～ 2/7（日）（指定する１日）
最終合格発表： 2/18（木）
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乙部町内の
除 雪 計 画
乙部町内の
除 雪 計 画

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産
業

活
動
と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え

る
重
要
な
施
策
で
す
。
町
内
の
道

路
除
雪
は
、国
道（
２
２
９
号
線
）、

道
道  

（
乙
部
厚
沢
部
線
、
乙
部

港
線
、
旭
岱
鳥
山
線
）、
町
道
の

そ
れ
ぞ
れ
の 

管
理
者
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や
生

活
道
路
を
優
先
的
に
、
す
み
や
か

に
除
雪
作
業
を
行
い
、
安
全
な
通

行
が
で
き
る
よ
う
町
内
を
５
地
域

に
区
分
し
、
除
雪
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
時
間

が
遅
く
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通
常

行
い
ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行
す
る

場
合
は
慎
重
に
運
転
願
い
ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連
絡

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先
１．滝瀬・元町・緑町・館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）
　　緑町・館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）
２．姫川・旭岱･･･････････････････････林組
３．千岱野・富岡･･･････林組、乙部振興公社
４．鳥山・栄浜・元和（可笑内を除く）
　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）
５．元和（可笑内）・三ツ谷・潮見・花磯・豊浜
　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

　※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。
　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所（☎ 52-0107）
　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　 （☎ 52-6531）

ご協力をお願いします
◆家のまわりの雪を道路に出すことは、

事故の原因と除雪作業の支障になりま
すので、絶対にやめましょう。

◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐
車はやめてください。

◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を
広く使えるようにしてください。

◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の
前面に木材や三角形の金物をおいてあ
るのが見受けられますが、除雪機械の
故障あるいは事故の原因になりますの
で、歩道外へ撤去してください。

◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、
歩道除雪ができませんので、移動して
ください。

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流
　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので
　ご利用下さい。

排 雪 場 所 の 指 定

令和２年度町道除雪計画概要図（地域別）
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② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方
　　接種料金：３, ０００円（１回接種）
　　　　　　　※接種料金８, ４５０円のうち、町より５, ４５０円を助成しています。
　　　　　　　※生活保護世帯の方は料金が異なりますので申し込み時にお知らせください。
会　　場：乙部町国民健康保険病院（受診前に役場への申込みが必要です）

６５歳（昭和 30 年 4 月 2 日～ 31 年 4 月 1 日）
７５歳（昭和 20 年 4 月 2 日～ 21 年 4 月 1 日）
８５歳（昭和 10 年 4 月 2 日～ 11 年 4 月 1 日）
９５歳（大正 14 年 4 月 2 日～ 15 年 4 月 1 日）

　今年度の対象者が予防接種の助成をうけられるのは令和３年３月１２日（金）までです。
　今年度の対象の方は下記の方です。
①～②のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。（接種歴がある方は対象外です！）
①令和２年度に下記の年齢になる方

高齢者肺炎球菌ワクチン
忘れていませんか！

７０歳（昭和 25 年 4 月 2 日～ 26 年 4 月 1 日）
８０歳（昭和 15 年 4 月 2 日～ 16 年 4 月 1 日）
９０歳（昭和　5 年 4 月 2 日～　6 年 4 月 1 日）
１００歳（大正　9 年 4 月 2 日～ 10 年 4 月 1 日）

冬の脳ドックのご案内
日　　時：令和３年１月５日（火）～１月２２日（金）※日曜は除く
　　　　　平日① 13：15　② 13：45　③ 15：00
　　　　　土曜①  8：30　②  9：00　③  9：30　 ④ 10：00　 ⑤ 10：30
会　　場：江差脳神経外科クリニック　　　
対　　象：20 歳以上の方
　　　　　※すでに江差脳神経外科クリニック、その他の脳外科に通院中（経過観察も）の方は対象となりません。
　　　　　※次の方は受診できません。
　　　　　・心臓ペースメーカーや刺激電極等を身につけている方・妊娠中の方・閉所恐怖症の方
　　　　　・体内に人工関節等の金属が埋め込まれている方
料　　金：１０，０００円（自己負担）
　　　　　※健診料１６，５００円のうち、町より６，５００円を助成しています。
検査内容：頭部 MRI、頭部 MRA、頸部 MRA、問診、診察

　アンチエイジング（いくつになっても若々しく！！）めざして、より積極的に健康づくりをしませんか。
　乙部町地域包括支援センターでは、各種教室を開催しています。これを活用しないなんてもったいないです。
　地域の参加されている方の声をお届けします。

乙部町民健康づくり推進協議会より配布「外出自粛によるフレイルを防ごう」

高齢者肺炎球菌ワクチン・脳ドックの申込みは　役場町民課保健衛生係：☎６２－２８５８まで

ぴんしゃん教室・お達者いきいき教室の申し込みは　地域包括支援センター：☎６２－５８４５まで

み ん な で つ く ろ う す こ や か ・ 乙 部

ぴんしゃん教室 お達者いきいき教室
　休みがちですが、仲間 2 人と参加しています。
年齢に合わせた体操で負担なくやれます。普
段は散歩はしますが、腕を動かす、足を動かすと意
識して体操をしていないので、終わった後は「い
いね！」とおしゃべりしています。

（元和 Ｓさん、８０歳代、女性）

　送迎のバスにゆられながら通う教室は、私の
生甲斐です。「おはよう」笑顔と笑顔の挨拶。
手芸、書道、栄養面、時には斬新な講話を楽しん
でいます。

（緑町 M さん、９０歳代、女性）
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会
場
・
場
所
略
称

（町館）町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所

（三愛）三ツ谷愛郷会館

（三セ）三ツ谷ふれあいセンター

（緑寿）緑町寿の家

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（希望） 潮見希望館

（創生）おとべ創生株式会社

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前９時～午後５時においては、上記休日当番医を受診してください。

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

12月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ １ ₂ ₃ ₄ ₅
お達者ぴんしゃん教室

（交流 午前10時～）
南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります

₆ ₇ ₈ ₉ 10 11 12
休日当番医
佐々木病院

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後1時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三セ 午前9時40分～）
ヒブワクチン予防接種

（町館 午後1時～）
小児肺炎球菌ワクチン予防接種

（町館 午後1時～）
BCG予防接種

（町館 午後1時～）

男のお達者教室
（交流 午後1時30分～）

健康相談
（希望 午後1時30分～）

温泉入浴バス
豊浜～鳥山コース

（花磯（花磯バス停）
午後1時15分～）

13 14 15  16 17 18 19
休日当番医
道立江差病院

三ツ谷・潮見ふれあいサロン
（三セ 午後1時30分～）

こころの健康相談
（江保 午後2時～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）

姫川おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後1時～）

第４回乙部町議会定例会
（役場 午前10時～）

温泉入浴バス
姫川方面コース

（富岡（大川宅前）
午後1時20分～）

20 21 22 23 24 25 26
休日当番医
道立江差病院

B型肝炎ワクチン
（町館 午後1時～）
四種混合ワクチン

（町館 午後1時～）
日本脳炎ワクチン

（町館 午後1時～）

たんぽぽクラブ・
すくすく広場合同

（緑寿 午前10時～）
小中学校終業式

温泉入浴バス
豊浜～鳥山コース

（花磯（花磯バス停）
午後1時15分～）

27  28 29 30 31 ／ ／
休日当番医
上ノ国診療所

函館バス通学定期券
販売・相談会

（創生 午前10時～）

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

不燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

不燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

₁
₁

₁
₂

11
30

11
29

役場閉庁日　12/31 ～ 1/5
小・中学校冬休み（12/26 ～ 1/18）

小・中学校冬休み
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十
月
二
十
三
日
（
金
）
乙
部

中
学
校
（
松
島
甲
校
長　

生
徒

七
十
八
人
）
で
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

五
輪
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
、
阿
部
雅
司
氏
（
留
萌

管
内
小
平
町
出
身
）
を
講
師
に
招

き
、「
金
メ
ダ
ル
へ
の
道
の
り
～

人
と
の
出
会
い
に
感
謝
～
」
と
題

し
、
道
徳
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
挫
折
や
困
難
を
乗
り

越
え
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
阿

部
氏
が
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、

高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成

を
目
指
し
希
望
と
勇
気
を
持
つ
こ

と
や
、
困
難
や
失
敗
を
乗
り
越
え

て
着
実
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
必

要
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
大
豆
の
ま
め
知
識
」

と
題
し
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
大
豆
の
歴
史
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
豆
は
乙
部
町
の
農
業
再
生
プ

ラ
ン
で
平
成
十
七
年
か
ら
本
格
的

に
栽
培
が
開
始
さ
れ
、「
黒
千
石

大
豆
」「
大
莢
（
お
お
ざ
や
）
白

乙
女
大
豆
」
な
ど
、
希
少
な
大
豆

も
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
後
、
実
際
に
函
館
の

業
者
が
販
売
し
て
い
る
大
莢
白
乙

女
大
豆
の
納
豆
を
給
食
で
楽
し
み

ま
し
た
。

第369号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

▲実際に金メダルを触らせていただきました

■
檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部
」

（
十
月
二
十
五
日　

今
金
町
）

　
●
男
子
の
部

　

優
勝　

乙　

部　

町

■
北
海
道
学
び
推
進
月
間
標
語

　
●
檜
山
教
育
局
奨
励
賞

　

厚
別
純
花
（
乙
部
小
六
年
）

　
「
き
り
ひ
ら
く

　
　
　
　

そ
の
先
学
び
の

　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ト
あ
り
」

入
賞
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　

十
月
二
十
三
日
（
金
）
乙
部
小

学
校
（
谷
口
光
伸
校
長
）
で
、
総

合
的
な
学
習
「
お
と
べ
の
農
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
五
年
生
二
十
五
人
を

対
象
と
し
、
町
の
基
幹
産
業
の
一

つ
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、
町
役

場
時
代
「
町
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」

に
携
わ
っ
て
い
た
杉
江
教
育
長
が

講
師
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
国
内
の
農
業
自
給
率
や

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
学
び
、
自
給

率
で
は
、
現
在
、
米
と
み
か
ん
し

か
自
給
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
な
い
と
の
説
明
を
受
け
、

国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
米
の
量

と
同
数
の
食
料
が
廃
棄
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
、
乙
部
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
米
の
銘
柄
を
ク
イ
ズ
に
し
た
と

こ
ろ
「
ほ
し
の
ゆ
め
」「
ふ
っ
く

り
ん
こ
」「
き
ら
ら
３
９
７
」
な

ど
と
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
答
え

乙
部
の
農
業
・
大
豆
に
つ
い
て
学
ぶ

乙
部
小
学
校
五
年
　
総
合
的
な
学
習

金
メ
ダ
ル
へ
の
道
の
り 

〜
人
と
の
出
会
い
に
感
謝
〜

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

阿
部
雅
司
氏

乙
部
中
学
校
で
講
演

　

講
演
の
中
で
阿
部
氏
は
、
少
年

時
代
は
野
球
少
年
で
、
全
道
大

会
に
出
場
経
験
が
あ
っ
た
も
の

の
、
父
の
勧
め
で
ス
キ
ー
を
は
じ

め
、
リ
フ
ト
の
な
い
ス
キ
ー
場
を

何
回
も
登
っ
た
苦
労
話
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て

ス
キ
ー
選
手
と
し
て
の
生
活
を
続

け
、
結
果
と
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
し
た
生
徒
全
員

が
、
阿
部
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

実
際
に
獲
得
し
た
金
メ
ダ
ル
を
手

に
取
っ
て
、
感
触
や
重
さ
を
確
か

め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
阿
部
氏
に
よ
る
と
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で
使
用
さ
れ
る
金

メ
ダ
ル
の
純
金
の
量
は
、
六
グ
ラ

ム
程
度
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
催
国

の
経
済
状
況
に
配
慮
し
、
統
一
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ま
た
、
第
二
十
一
回
未
来
に
残

そ
う
青
い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
（
主
催
：
海
上
保
安
庁
）
で
は
、

彩
乃
さ
ん
が
小
学
校
高
学
年
の
部

で
、
北
海
道
の
最
高
賞
、
第
一
管

区
海
上
保
安
本
部
長
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
海
の
大

切
さ
を
知
る
機
会
に
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
行
わ
れ
て
お
り
、

彩
乃
さ
ん
は
、
豊
浜
漁
港
の
ウ
ニ

の
箱
詰
め
作
業
の
風
景
を
描
い
て

い
ま
す
。

　

ご
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
事
前
収
録
し
た
芸
能
発

表
で
は
、
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
や

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
、

バ
ン
ド
や
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
楽
器

演
奏
を
行
い
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
収
録
し
た
芸
能
発
表
に

つ
い
て
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
願
い
ま
す
。

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
姉
妹
で
全
道
最
優
秀
賞

明
和
小
学
校
　
近
藤
彩
乃
さ
ん
・
李
莉
さ
ん
姉
妹

　

今
年
度
開
催
さ
れ
た
「
道
民

家
庭
の
日
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

二
〇
二
〇
（
主
催
：
北
海
道
青
少

年
育
成
協
会
）
に
お
い
て
、
明
和

小
学
校
の
近
藤
李
莉
さ
ん（
四
年
）

が
最
優
秀
賞
に
、
姉
の
彩
乃
さ
ん

（
六
年
）
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
・
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

な
お
、
近
藤
さ
ん
姉
妹
の
作
品

を
は
じ
め
と
し
た
全
道
の
入
賞
作

品
を
、
十
二
月
八
日
か
ら
十
日
ま

で
公
民
館
で
展
示
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

【一 般 向 け】
●　我々は、みな孤独である （貴志　祐介）
●　帝都争乱 （今野　　敏）
●　月はまた昇る （成田名璃子）
●　半沢直樹アルルカンと道化師 （池井戸　潤）
●　同姓同名 （下村　淳史）

【児童・幼児向け】
●　ひっひっひくしょーん （た あ 先 生）
●　タベールだんしゃく （さかもといくこ）
●　たいそうおばけ （藤本ともひこ）
●　ひめちゃんのマスク （の　ぶ　み）
●　どすこいすしずもう　２・３ （石井　睦美）

図書室の新刊おすすめ紹介

第
５３
回
乙
部
町
民
文
化
祭

感
染
症
予
防
に
配
慮
し
開
催

　

十
一
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
三
日
間
、
第
五
十
三
回
乙
部

町
民
文
化
祭
（
実
行
委
員
会
・
教

育
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
町
民
文
化
祭
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

各
種
バ
ザ
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
作
品
展
示
は
通
常
ど
お
り
、

芸
能
発
表
は
事
前
収
録
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
今
年
も
保
育

園
児
や
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
各

団
体
・
個
人
か
ら
の
絵
画
や
書
、

手
芸
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

芸能発表（乙部中学校音楽部）

近藤李莉さんの絵画
　「おじいちゃんが育てたおいしいぶどう」

近藤彩乃さんの絵画
　豊浜漁港のウニの箱詰め風景
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

十
二
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講

習
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
８
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
12
月
24
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

　

例
年
、
広
報
お
と
べ
新
年
号
に

掲
載
し
て
い
る
年
賀
広
告
を
今
年

も
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
お
と
べ
は
、
町
内
外
に
向

け
て
約
二
千
五
百
部
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

掲
載
内
容
及
び
申
込
方
法
等
に

関
し
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

〇
掲
載
紙

　
「
広
報
お
と
べ
」
令
和
三
年
新

年
号（
令
和
三
年
一
月
一
日
発
行
）

〇
掲
載
紙
仕
様

　

Ａ
４
版　

発
行
部
数
約
二
千
五

百
部
（
町
内
約
千
七
百
部
）

〇
掲
載
サ
イ
ズ

　

①
縦
四
十
四
㎜
×
横
八
十
七
㎜

　
　

五
千
円

　

②
縦
四
十
四
㎜
×
横
五
十
七
㎜

　
　

三
千
円

〇
掲
載
内
容

　

年
賀
あ
い
さ
つ
文
（
年
賀
あ
い

さ
つ
で
あ
れ
ば
、
文
章
変
更
可
）・

事
業
所
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど

〇
申
込
締
切

　

令
和
二
年
十
二
月
十
日

〇
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

乙
部
町
役
場
総
務
課
企
画
係

　
（
６
２

－

２
３
１
１
）

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

事

業

所

名

代
表
者
名

　

住
所

　

電
話　

○
○
―
○
○
○
○

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に
預

か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

事

業

所

名

代
表
者
名

　

住
所

　

電
話　

○
○
―
○
○
○
○

①②

林業退職金共済制度（林退共）について
　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のために国が作った退職金
制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従事者の働いた日数に応じて掛金となる
共済証紙を共済手帳に貼り、その従事者が林業界をやめたときに林退共か
ら退職金を支払うという、いわば林業界全体の退職金制度です。
〇掛金は、税法上について、法人では損金、個人企業では必要経費となります。
〇掛金の一部を国が免除します。
〇雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。
事業主の皆様へ
・共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付して下さい。
・共済手帳を所持している従事者が林業界を引退するときは、忘れずに退

職金を請求するよう指導してください。
詳しいことは、最寄りの支部または本部へお問い合わせください。
<お問い合わせ先>
　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
　〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル
　　　　　　　電話 03-6731-2889　FAX 03-6731-2890
　・ホームページでもご案内しております。
　　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

新
年
号
に
掲
載
す
る
年
賀
広
告
を
募
集
！
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薬局からお知らせ

ワクチンの接種間隔が変わりました。
　2020年10月から、異なる種類のワクチンの接種

間隔が改正されました。これまで複数のワクチンを

別の日に接種する場合、間隔をあける必要がありま

したが、注射生ワクチン同士以外は制限がなくなり

ました。

　注射生ワクチン同士は、これまでどおり27日以

上あける必要があります。

　具体的な接種についてのご相談がありましたら、

病院までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　道立江差病院薬局

☆☆☆ 禁煙外来のお知らせ ☆☆☆
　当院では、８月から禁煙外来を実施しております。これを機に禁煙に取り組んでみませんか。受診を希望す
る方は事前予約が必要です。電話５２－００３６（内科外来まで）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ
外来診療体制
12月の診療予定です

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科
（消化器内科も併
せて診療します）

午前　月・火・水・金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）
午後　金曜日
※金曜日は、出張医師対応のため、消化器内科の診察は

行いません。
※毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約制の検査

実施日となっております。

消 化 器 内 科
（札医大派遣医）

（初診及び再診）7日（月）・21日（月）の午後
（再診のみ）※完全予約制
　午前10時まで受付　8日（火）・22日（火）
　午前11時まで受付　14日（月）・28日（月）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　4日（金）・18日（金）
総合診療（外科） 午前　火から木曜日
外 科 午前　11日（金）・25日（金）（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月と火曜日 （28日休診）
午後　月曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　1日（火）・2日（水）・10日（木）・15日（火）・16日（水）・24日（木）
　　　（午前11時までの受付）
午後　9日（水）・23日（水）

眼 　 　 　 科
午前　3日（木）・17日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　2日（水）・16日（水） ・23日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

午前･･･ 8時00分〜11時30分（初診の方は、9時00分〜）
午後･･･ 1時00分〜2時30分 
予約受付時間（定期患者のみ）午後･･･1時00分〜4時00分  

麻疹・風疹
BCG（結核）
水痘（水ぼう
そう）
おたふくかぜ
（ムンプス）

注射生
ワクチン

注射生
ワクチン

27日以上

制限なし 注射生
ワクチン
以外

年末年始のお休みは12月29日～1月3日です。

特設人権相談所開設のお知らせ電話でも調停手続案内
平日毎日裁判所で受付 　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支

局では、人権週間（12月４日～10日）の行事の一環
として、「困りごと心配ごと特設人権相談所」を開
設します。
　人権擁護委員が、身近な法律問題や人権問題に関
わる様々なご相談をお受けし、解決へのお手伝いを
させていただきます。お気軽にお越しください。

（相談の際には、マスクの着用をお願いします。）
（予約不要、秘密厳守、相談料無料）

　と　き　１2月９日（水）午後１時から３時
　ところ　乙部町生きがい交流センター（元町）

【問い合わせ】　　
　　函館地方法務局江差支局（☎52－1048）
　なお、函館地方法務局江差支局では、いつでも相
談に応じていますので、お気軽にご利用ください。

　お隣との土地の境界、落雪による家屋の修理代の
弁償、お金の貸し借り、売買代金の支払、敷金返還、
賃金支払などをめぐる民事上の紛争や、夫婦間の離
婚、家族の生活費、養育費、面会交流、遺産分割な
どをめぐる紛争について、裁判官と調停委員が当事
者の間に入って話合いで柔軟に解決する手続が調停
です。電話でも手続の御案内をしていますので、是
非御利用ください。

　江差簡易裁判所
　函館家庭裁判所江差支部　☎５２－０１７４

　【本庁】
　　函館簡易裁判所　☎０１３８－３８－２３４０
　　函館家庭裁判所　☎０１３８－３８－２３５０



〔16〕

10
月
15
日
～
11
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね
　
　
　
　
　      

　

尾
上　

紗さ

渚な

ち
ゃ
ん（
雅
樹
・
沙
理
・
女
の
子
）

滝
瀬
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介す
け
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の
子
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潮
見
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で
と
う
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蓮　
（
奥
尻
町
）
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近　

藤　

夏　

美　
（
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お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

髙
橋　

忠
則
さ
ん（
81
歳
）滝　

瀬

髙
嶋　
　

弘
さ
ん（
90
歳
）滝　

瀬

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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広報

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

12月は≪道町民税〈第４期〉及び国民健康保険税〈第５期〉の納期限≫です。

乙部町国民健康保険病院　12月外来診療日程表

※10月より発熱外来を設置（伊藤院長対応） 　※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する

ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

※
発
外
～
発
熱
外
来

１２３４５６７８９10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
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診療受付時間  午前 8:30〜11:00
　　　　　　  午後 1:00〜  3:00

町 の 人 口
= 10 月末現在 =

世帯数　1,855（－ 2）〈－ 5〉
人　口　3,525（－ 5）〈－52〉
　男　　1,609（－ 3）〈－28〉

　女　　1,916（－ 2）〈－24〉
（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は 3 月末からの累計増減
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十
一
月
九
日
に
乙
部
駐
在
所
へ

新
し
く
星ほ

し

野の

亜あ

い依
巡
査
長
が
着
任

し
ま
し
た
。

　

出
身
は
札
幌
市
で
、
乙
部
駐
在

所
に
着
任
す
る
前
は
、
札
幌
方
面

北
警
察
署
で
交
番
に
二
年
、
生
活

安
全
課
生
活
安
全
係
に
二
年
半
勤

務
し
、
主
に
ス
ト
ー
カ
ー
や
男
女

間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

乙
部
町
に
来
た
と
き
の
印
象
を

聞
く
と
「
町
民
の
方
々
が
優
し
く

笑
顔
で
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
パ

ト
カ
ー
で
走
っ
て
い
る
と
会
釈
を

し
て
く
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が

手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
と
、
札
幌

で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が

多
く
驚
い
た
。
札
幌
で
過
ご
し
た

四
年
半
と
は
生
活
ス
タ
イ
ル
が
違

う
の
で
、
不
安
に
思
っ
て
い
た
が

楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
官
に
な
る
き
っ
か

け
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
最
初
は
小

学
校
の
先
生
を
目
指
し
て
神
奈
川

の
大
学
に
い
た
が
、
子
ど
も
や
老

人
が
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
に
、
助
け

ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

い
、
地
元
に
戻
り
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
た
の
で
、
色
々
と
考
え
た
結

果
、
警
察
官
に
決
め
ま
し
た
」
と

当
時
の
思
い
を
振
り
返
り
な
が
ら

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
後
の
抱
負
を
聞
い
た

と
き
に
は
「
ま
だ
乙
部
町
の
こ
と

が
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
役

場
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
住
み
よ
い
町
に
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
乙
部
駐
在
所

に
女
性
の
警
察
官
が
着
任
す
る
の

は
初
め
て
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

女
性
な
ら
で
は
の
相
談
も
受
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

新
し
い
巡
査
長
が
乙
部
駐
在
所
に
着
任
！
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今
年
も
あ
と
一
ヶ
月
で
す
。

新
年
を
元
気
よ
く
迎
え
る
た

め
、
健
康
に
は
気
を
付
け
て
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。　
　
（
Ｓ
．Ｔ
）

▲着任した星野亜依巡査長


